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Abstract
ApartoftheyoungestophioliticrocksinJ｢apanaredistributedinthe
Circum-IzuMassifSerpentineBelt（Mineoka，Hayama，Kobotokeand
SetogawaBelt).TheconstituentrocksintheMineokaBelt,suchasbasalts，
gabbrosandperidotites，arealmostdismemberedanClareeXposeClas
tectonicblocksinserpentinitem61angesinshearzonesofthetrenchfinor
fbrearcsediments,theHotaGroup、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,ophioliticrocksare
exposedasgravｅｌｓｉｎsedimentaryrocks,ThefbrmerprotrudedtotheHota
GroupintheRecentwhereasthelatterareassumedtobetheEarlyMiocene・
OphioliticrocksarealsofbundintheMiddleMiocenetoPleistocenefbre
arcbasinsedimentsaroundtheMineokaBelt・Petrologicalcharacteristicsof
serpentinitegravelsｉｎｔｈｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓａｒｅｖｅｒｙｓｉｍｉｌａｒｔｏthoseinthe
MineokaBelt，suggestingthathomogeneousperiClotiteswereprobably
widelyupliftedinthefbre-arcreglonoftheMineokaBeltthroughoutthe
timeaftertheEarlyMiocene、
GabbrosinconglomerateshavehighAncontent(＝Ｃａ/(Ca+Ｎａ）atomic
ratio)iｎｐlagioclase,andclinopyroxeneandorthoWroxenearecharacterized
highandlow-WM＝Ｃａ/(Ca+Ｍｇ+Fe）atomicratio）contents，respectivelyB
Thesefbaturesindicatethatthegabbroswerefbrmedunderhydrous
conditionsandwerethenequilibratedatlowtemperatureconditions・In
theseconglomerate，fblsictointermediaterockssuchasandesite，rhyolite，
quartzdiorite,tonalitearealsofbundSo,theyarefbrmedatarc-setting・On
theotherhand，basaltsintheRecentserpelltinitem61angehavebeen
interpretedtobeofoceanicoriginSo，constituentrocksintheserpentinite
m61angeswerechangedfiPonlarc-typetooceanic-typethroughthetimeficom
theEarlyMiocenetotheRecent、
Thesefbaturesarealsoreco=nizedintheSetogawaareaThechangｅｉｎ
－２９８－
constituentrocksintheserpentinitem61angesthroughthetimewouldbe
ubiquitouslyoccurredintheCircum-IzuMassifSerpentineBelt・Itis
infbrredthattherockscomposｅｄｏｆｔｈｅｕｐｐｅｒｍａｎｔｌｅｔｏｃｒｕｓｔｏｆ`paleo-Izu
arc,protrudedalongthetransfbrmfaulｔａｔｔｈｅｎｏｒｔｈｅｒｎｅｎｄｏｆｔｈｅＳｈｉｋｏｋｕ
ＢasinduringopeningoftheBasinintheEarlyMiocene，andlatertherocks
beneaththeShikokuBasinwereincorporated
曰本列島には各所にオフイオライト様岩体が分布するが、本州中部の南部フ
ォッサマグナ地域に分布する環伊豆地塊蛇紋岩帯（嶺岡帯、葉山帯、小仏帯、
瀬戸川帯）（荒井・石田,1987）は、新生代古第三紀一新第三紀中新世ごろに形
成された日本列島で最も新しいオフイオライト様岩類の露出する地帯と考えら
れている。それゆえ、これらの岩石の形成、定置、そしてその後の発達史の過
程を、より詳細に検討することが可能であり、本邦及び世界各地のオフイオラ
イト様岩体の発達史の解明に関して大きな'盾報を与えるものとなろう。
房総半島嶺岡帯は特徴的な地形を有する。地すべりが頻発し、緩斜面を持つ
地すべり地形が普遍的に発達する。衛星画像を見ると、この地帯にのみ東西方
向のリニアメントが多数みとめられる。この構造は、活断層研究会（1991）が
示した「鴨川‘地溝帯,北断層」と「鴨川‘地溝帯，南断層」に挟まれた区域
に特徴的に見られるものであり、後述のオフイオライト様岩類の産出もこの区
域内に限られ､地形と地質構造が密接に関係していることを示している。また、
この地質構造の形成が現在でも活動中である可能性が示唆される。
嶺岡帯では蛇紋岩類、斑れい岩類、玄武岩類、遠洋性堆積岩類などのオフィ
オライト様岩石が産出するが、それらはほとんど断片的であり、周囲の地層と
の産状関係が不明な場合が多い。そこで、これらの岩石の産状を明らかにする
目的で詳細な地質調査を行った。その結果、オフィオライト様岩類が断続的な
がら直線状に分布すること、特定の岩石種が１つの直線上に産出する場合が多
いことなどが判明し、オフイオライト様岩類が保田層群分布域内に何本もの平
行する断層帯を形成して露出することが示唆された。断層帯は潜在的に蛇紋岩
類を基質としてその中にその他のオフイオライト様岩類を構造的に取り込むよ
うな構成をしていると推測される（いわゆる蛇紋岩メランジュ)。蛇紋岩類が目
立たずに、他の構成岩石が単独で保田層群中に露出する場合も存在する。なお、
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この断層帯は現在でも活動が継続中である可能`性があり、それらを胚胎する保
田層群は激しく剪断変形を受け、結果として地すべりを頻繁に引き起こしてい
ると推定される。このような変形した保田層群は、自然露頭としては現れにく
く、採石場や道路工事現場など人工的な露頭でのみ確認されている。
嶺岡帯に産出するオフイオライト様岩類のうち、これまでにあまり報告がな
されていない斑れい岩類について産状や岩石学的性質の詳しい検討を行った。
斑れい岩類の産状としては、蛇紋岩中に岩脈として含まれるもの、蛇紋岩中に
構造岩塊として含まれるもの、保田層群分布域内に単独の岩塊として露出する
もの、斑れい岩類の礫が卓越する堆積性の礫岩（斑れい岩質礫岩）中に産する
ものなどが存在する。これらの産状の違いによって岩石学的性質に違いがみら
れるかどうか検討した。蛇紋岩中の構造岩塊として含まれるものは、ホルンブ
レンド斑れい岩が多く、両輝石を含む斑れい岩が伴うなど、組成は比較的単調
であるのに対して、斑れい岩質礫岩を構成する岩石はかんらん石を含むものか
ら石英を含むものまで変化に富んでいる。斑れい岩質礫岩中の礫は鉱物化学組
成（特に単斜輝石のＭ餅[=Ｍｇ/(Ｍｇ+Fe)］）では２つのグループに分けられ、
Ｍ餅の高いグループはかんらん石を、低いグループは石英を含むのが特徴であ
る。蛇紋岩中の岩塊の組成はこの２つのグループの中間の値を示す傾向がある
が、この理由は不明である。両輝石の組成から求めた平衡温度では、蛇紋岩中
の岩塊に比べて斑れい岩質礫岩中の礫は低い温度を示す。また、斜長石のＡｎ値
[=Ca/(Ca+Ｎａ)］は全般に高い値を示す。以上から、嶺岡帯の斑れい岩類は比較
的低温で水に富む条件下で生成したものと推測され、特に斑れい岩質礫岩中の
礫はより低温（浅部）で形成されたと考えられる。
嶺岡帯に産するオフイオライト様岩体の産状は、それらの地表（海底）ヘの
貫入・突出の年代の違いと見ることができる。すなわち、斑れい岩質礫岩の礫
は前期中新世（嶺岡層群あるいは保田層群の形成時）に海底に突出した岩体か
らもたらされ、蛇紋岩中の岩塊は、現在に近い時代に上昇・突出したものと位
置づけられる。斑れい岩質礫岩は荒井ほか（1983）が報告した蛇紋岩砂岩（保
田層群の要素とされている）と連続するものである可能性がある。この前期中
新世の地層以外にも、嶺岡帯内及びその周辺地域に分布するより新しい時代の
地層中にこれらの岩石が礫あるいは砂岩中の粒子として含まれる場合があり
（三浦層群大崩層（1600万年前）（奥澤・久田,2004)、同千畑層（600万年前）
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（荒井ほか,1990)、上総層群市宿層（７０万年前）（荒井ほか,1990)、同長浜層（６０
万年前）（高橋ほか,2008)}、それらはそれぞれの時代に海底に貫入・突出した
岩体から供給されたと考えられる。各時代の地層中の蛇紋岩礫は岩石学的特徴
がよく似ており｛含まれるクロムスピネルの化学組成が、Ｍ餅に富み、
Fe3+/(Cr+Al+Fe3+）比が低い}、基本的に共通した岩体からもたらされていると
考えられる。つまり、前期中新世から現在まで、嶺岡帯付近において一連のオ
フイオライト様岩類（蛇紋岩メランジュ）が継続的あるいは断続的に上昇・突
出を繰り返していることを示す。このことは、これらの岩体の当初のエンプレ
イスメントの過程を考察する上で、大きな制約条件となりうる。つまり、垂直
方向にかなりのボリュームを持った岩体が当初に固体貫入したことが想定され
る。各時代に貫入・突出したオフイオライト様岩類の岩石学的性質を詳細に見
ると、中期中新世の岩体は蛇紋岩類、斑れい岩類、玄武岩類ともに島弧的な性
質を示す岩石が多いが、時代を経るにつれて海洋的な岩石が露出する。玄武岩
類では大崩層や千畑層にはすでにホットスポット起源の岩石が含まれ（高橋・
荒井,1994)、現在では、中央海嶺起源の岩石が卓越する（小川・谷口,1987)。
しかし、斑れい岩類については、千畑層にはＡｎ値が高く、嶺岡帯の岩石よりも
さらに低温条件下で形成された斑れい岩類が産出し、現在でもホルンブレンド
やＣａに富む斜長石を主体とし､水に富む比較的低温の環境で形成されたとみら
れ、あまり海洋的ではない。岩石種によってこのような違いが生じる理由はは
っきりしない。今後、さらに詳しい検討を要すると考えられる。
嶺岡帯の発達史や、含まれる岩石の起源を考える際には、環伊豆地塊蛇紋岩
帯全体についての発達史や構成岩石の性質を考慮する必要がある。そこで、環
伊豆地塊蛇紋岩帯でオフィオライト様岩類がよく露出する赤石山地南部の瀬戸
川帯について、特に斑れい岩類を中心に詳しい調査を行った。瀬戸川帯の斑れ
い岩類の産状としては、嶺岡帯と同様に、蛇紋岩中の構造岩塊及び斑れい岩質
礫岩の礫が存在し、さらに泥質基質の地層中に礫が含まれる（含礫泥岩)。斑れ
い岩質礫岩と含礫泥岩は瀬戸川層群の堆積岩中に地層として挟まれるものであ
り、形成年代が特定される（前期中新世：杉山・下川,198ｓなど)。岩石学的検
討の結果、斑れい岩質礫岩と含礫泥岩中の礫は岩石種構成及びそれらの岩石学
的特徴がよく似ており、両者とも変化に富んだ鉱物組成を持つことが判明した。
また、鉱物化学組成の分析（単斜輝石、ホルンブレンドのＭ餅，TiO2wt％，
－３０１－
Cr203wt％,ＲＥＥ存在量）では、ダナイトーウエールライトー単斜輝岩一斑れい
岩と一定の分化トレンドを示し、一連の岩体から供給されたものであることを
示す。ただし、石英を含む岩石ではこれらと組成のギャップを持つものが存在
する。斑れい岩類は斜長石のＡｎ値が高く、嶺岡帯と同様に水に富む低温の条件
下で形成されたと考えられる。
嶺岡帯と瀬戸川帯に産する斑れい岩質礫岩は全体の礫種構成がよく似ている。
両者とも、斑れい岩、閃緑岩のほか、単斜輝岩などの超苦鉄質集積岩や安山岩
一流紋岩などの中性一珪長質火山岩が含まれる。斑れい岩類の岩石学的性質も
鉱物組成が変化に富む点や斜長石がＣａに富む点などよく類似する。しかも、そ
れらは全般的に島弧的な性質を示す岩石である。このことは、瀬戸川帯から嶺
岡帯にかけての延長数100kｍに及ぶ範囲で、島弧的な性格を示す上部地殻から
下部地殻（さらに上部マントルまで）に渡る共通の岩体が海底に固体貫入．突
出し、周囲に礫を供給したことを示している（同時か時間差があるかは現時点
では不明)。そして、貫入・突出した岩体は当初は島弧的な‘性格のものだが、後
には、海洋的な性格の岩体に変化していく。以上のことは、これらの岩石のエ
ンプレイスメントの過程に対する大きな制約条件となり、四国海盆拡大時にフ
ィリピン海プレート北端部がトランスフォーム断層となり、その断層に沿って
当初は四国海盆の東端に存在した古伊豆弧の物質が貫入・突出し、その後、四
国海盆の海底を構成する物質が本州弧側に付加されたとする考え（Arai,1991）
を支持するものである。ただし、玄武岩類の形成年代（40-50Ｍa）を考慮する
と、海洋性岩石の起源は古伊豆弧の基盤をなす西フィリピン海盆の岩石の可能
性も考えられる。
四国海盆拡大時に固体貫入・突出し、本州弧に付加されたオフィオライト様
岩類は、四国海盆拡大停止後、特に房総半島嶺岡帯では、フィリピン海プレー
トの沈み込みによる圧縮力を受けて再活動し、本州弧前弧域で上昇を続け、外
縁隆起帯として挙動するようになったと考えられる。その岩体の上昇は前期中
新世以降断続的に繰り返され、各時代の地層中に砕屑物を供給した。そして、
最も新しい上昇・突出岩体が、現在の嶺岡帯において地表に露出するもの、と
いうことになる。
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